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財されていた.愚者は入院3カ月後をこ神経脱落症状もな

上退院した

A-及3) 海綿静脈洞の静脈流出路閉塞
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された静脈系の反応である可能性が示醸され 旦型は自

然治癒の一過程と鮎なるが,不可避的視力障害を残すこ

と私ありヲ早期加療が必要と考えられた.
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症状と静脈洞閉塞との関連性
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に静脈洞近後部と遠位部の両側の閉塞,3例に近位部の
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た.8例車6例は静脈-の逆流をこ基づく出血や虚血症状

で発症 し,二郎亀だけであった2例や且例で転逆流領域をこ
一致 して低濯流域が観察され虹 また,静脈洞近位部に

閉塞のみられた 豆例は上髭状洞部DAVM を合併 し

両側半球の循環時間の著明な延長を認めた.静脈洞閉塞
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られた.緒論 :簾 中S状静脈洞部 DAVM において,

静脈洞閉塞の有無及びその部位は流出静脈の方向を決定

する因子として極めて遺棄であり,脳索静脈-の逆流が

みられる転職では積極的な治療が必要である中
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報告する.症例は55歳蜜甑 約号0年前より隼3-4回の

餐身軽轡がありきこの精査目的で入院 神経学的所見は

右ホルネル教寵を認めるのみ.CT正徽 男顔血管撮影で

は (全て右側)中硬膜動脈分枝と内環動脈殿海綿静脈洞

硬膜枝を練Å動脈,前頭上行静脈を流出静脈とする硬膜

動静脈奇形を認めた書流出静脈は選択的内頚動脈,外務

動脈撮影のいずれでも遺影されたが海綿静脈洞は掃出さ

れなかった.また選択的外頚動脈撮影で鱗形骨縁硬膜の

lli(lusか!､､海綿静脈洞硬膜桂を/î‖ て内頚動脈し造離

された,手術所見では蝶形骨線外側の硬膜に 摘dusと
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血管撮影で 涙dusおよび流出静脈は潜朱してい紅 以

上より蝶形骨線をこ発生した硬膜動静脈藩形は極めて稀と

思われ報告 した
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前頭義窟硬膜動静脈奇形は極めて珍 しくき文献上をこ私

28数例の報告を見るにすぎない.我利 豊,相次いで3例

を経験 したので報皆する申症例 且は,頭部外傷およびく

私膜下出血で発症 した確冒歳の女性で,両側簡骨動脈を流

入動Ii軒′･_し./lp:幌球付肴部輔JHl･板.i.㌔ヨ辺ハ硬膜に Ili(-lLlS

を形成 し 拡張 した皮質静脈を流出静脈とする動静脈奇

形を認めた.手術をこより索当部の硬膜も含め動静脈奇形

を全摘出したg症例 2,3は,いずれも脳梗塞で発症 し

た削歳および65歳の男性でク土記症例 且と基本的に同じ

流入,流出血管をもつ前頭義窟硬膜動静脈奇形であるp

これらは㌢imc主demもalであったこと亨および高齢のた

め,寮解せず争現在外来をこて経過観察中である,前頭蓋

窟硬膜動静脈奇形は,頭蓋内出血で発症 Lやすいため芳

摘出が理想とされているので,症例2き3をこついて屯,

手術を考慮 した慣意な対応が必要と思われる.


